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研究成果の概要（和文）： 「幼児とのふれ合い体験学習」について幼稚園・保育所側から見た

意義として、保護者の不適切な子どもとのかかわりが増加していると実感して保育現場として

は、近い将来に親になる世代である中・高生が幼児とふれ合う体験の場を提供することにより、

幼児理解を促して「将来の親」に対する「子育て支援」となると捉えていることがうかがえた。

親になるために必要な適性として「幼児の要求や感情の表出を理解し、応じようとすること（共

感的応答性）」が重要であるとの認識のもとに、その発達と影響要因について探った結果、幼児

の発達に関する知識を身に付けていることや親になることを肯定的に捉えていることが、共感

的応答性を高めることが明らかとなった。さらに、家庭科の「幼児とのふれ合い体験学習」を

含む保育学習の前後を比較した結果、共感的応答性は幼児への関心と幼児の発達に関する知識

の両方が上昇した場合に大きく上昇することが明らかとなり、男子中学生の得点は低いが、学

習後に幼児への関心および幼児の発達に関する知識が上昇したことから、すべての生徒が学習

する家庭科の保育学習の有効性を示唆しているといえるだろう。 
 
研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to examine how the child care 
workers viewed the Experience in Early Childhood Education and Care at Day Care 
Center (ECEC). The result showed that the majority of the day care centers regarded it 
as a good experience, admitted that ECEC had brought about a good effect on the part 
of both the preschoolers and junior and senior high school students, and considered 
ECEC as an effective child care support. It was also found that Sympathetic 
Responsiveness (SR) to children, regarding as an important aptitude for parenting, 
develops as students’ grades get higher. The analyses on the relationships between 
their SR and the effective factors revealed that the amount of knowledge of child 
development and the level of acceptance of becoming parents were significantly 
associated with their SR. In university students, it was shown that ECEC was related 
to their SR. Furthermore, this study aimed to demonstrate what and how changes 
occurred in students after participating in ECEC in home economics class. A 
substantial increase in the SR score was associated with an increase in “interest in 
children” and “knowledge of child development.” Junior high school boys had the 



lowest score among the groups, but a significant increase was observed in the “interest 
in children” score as well as “knowledge of child development,” suggesting child 
development education provided in home economics education is effective for all 
students. 
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１． 研究開始当初の背景  
(1)  家庭科は戦後の学校教育において保育 
教育をになってきた実績を有し、「保育体験
学習」が教育現場では積み重ねられてきた。
『学習指導要領』（平成 10 年 12 月中学版告
示、弊政 11 年 3 月高校版告示）では保育領
域の充実が図られ、「保育体験学習」に取り
組むよう努めることが明記された。それに伴
い、近年「保育体験学習」を実施する中学・
高校は急増している。しかし、その実情は、
送り出す（中学・高校）側も、受け入れる（幼
稚園・保育所）側も様々であり、教育プログ
ラムはバラバラであると言わざるを得ない。 
(2)  家庭科は従来より、保育に関する知識 
・技術を中学・高校と一貫して教える役割を
果たしてきたことから、家庭科が基軸となっ
て幼児とのふれ合い体験学習を主導してい
くべきであると考える。 
 
 
２． 研究の目的  
(1)  幼児とのふれ合い体験における今日的 
課題は何か： 中・高生の幼児とのふれ合い
体験学習における送り手（中学・高校）側と
受け入れ（幼稚園・保育所）側の実態を把握
し、課題を整理して、明確化する。 
(2) 幼児とのふれ合い体験学習の教育効果を 
どのように評価するか： 今日、家庭科のみ

ならず職場体験やボランティア活動等実施
形態が多様化しているが、教育効果に違いは
あるのだろうか。そのための評価方法を開発
する。 
(3) 保育施設にとって中・高生のふれ合い体 
験学習をどのように位置づけたらよいか： 
幼稚園・保育所の幼児にとって「ふれ合い体
験」の意義とは何であるかについて明確化す
る。 
(4) 幼児とのふれ合い体験学習において、家 
庭科は他教科や関係機間とどのように連
絡・連携を取ったらよいか： 幼児とのふれ
合い体験学習の実施にあたっては、他教科や
関係機関の理解と協力は不可欠であるため、
連携のあり方について検討する。 
(5) 上記の(1)～(4)を通して、中・高生の幼児 
とのふれ合い体験学習の実践構造について
解明する。 
 
 
３． 研究の方法 
(1) 「幼児とのふれ合い体験学習」の取り組 
みに関する先行研究等の情報収集を行った。 
(2) 「幼児とのふれ合い体験学習」の受け入 
れ（幼稚園・保育所）側を対象に、受け入れ
側にとっての意義について質問紙法および
面接法により資料を収集した。 
(3) 中学生と幼児の双方に面接調査を実施す 



るとともに、中学生の事後の感想文を資料と
した。 
(4) 発達初期の幼児は言葉によって十分に自 
らを表現することが難しく、周囲の者が幼児
の心に寄り添ってその思いを分かちあおう
とする姿勢が大切であり、保育にとってその
ような非言語的スキルは極めて本質的な事
項である。この点に着目して、中・高･大学
生を対象にその発達的変化について質問紙
調査を行った。 
(5) 家庭科の「幼児とのふれ合い体験学習」 
を含む保育学習について、中・高生を対象に
同一の質問項目による調査を行い学習前と
学習後の資料を収集した。 
(6) 「幼児とのふれ合い体験」は職場体験学 
習の位置づけの下でも行われていることか
ら、家庭科と職場体験のそれぞれの実施前後
に同一の質問項目による調査を行った。 
 
 
４．研究成果  
(1)  全国の幼稚園・保育所（251 箇所）に対

する調査結果から、約 9 割の幼稚園・保育所

が受け入れており、活動内容は「幼児と遊ぶ」

が最も多く、幼児にとっても生徒にとっても

良い経験となるとする肯定的な意見が多か

った。面接調査からは、園側は現在、園児の

親への対応に苦慮している様子が語られ、

中・高生が園児とふれ合うことで、子どもの

ことを理解しかわいいと思う気持ちが芽生

えたら、やがて親になったときに役に立つと

いう意見や、長期的に見た時に子育て支援で

あるとする園もあった。したがって、中・高

生が実際に親になるのはまだ先のことであ

るが、ふれ合い体験の効果は、長期的スパン

のもとで、「プリペアレンティング」として

の子育て支援と位置づけられよう。その意味

で「幼児とのふれ合い体験」は「循環型効果」

をもっているといえるだろう。 
(2) 中学生の面接調査からは、教育効果とし

て「幼児の発達を理解する」「幼児とかかわ

る社会的スキルを身に付ける」「自分の生い

立ちを振り返る」「自己効力感が高まる」な

どの意見があり、感想文からは「今の自分の

成長を確認した」「幼児の年齢差を実感した」

「小さい子どもは何もできない存在ではな

いと理解した」などが提出された。一方、幼

児との面接資料からは、教育効果として「疑

似兄・姉と遊びの経験をする」「いつもより

ダイナミックな遊びができる」「いつもとは

別の面を発揮する」「発達の次の段階に気が

つく」などが認められた。 
(3) 親になるための適性に着目した先行研
究において共通して用いられている用語と
して「共感性」が挙げられる。そして、親に

なるために必要な適性という観点から見る
と、共感性からさらに発展して、それに応じ
たケアができること、すなわち「応答性」へ
とつながる指標が必要であると考えた。そこ
で、共感的応答性の発達を測るための尺度と
して、「共感的」に関しては「洞察」「受容」
の観点から、「応答性」に関しては「励まし」
「援助」の観点から 15 項目を作成し、予備
調査の結果 13 項目とした。その尺度を用い
て、中・高･大学生を対象に幼児への「共感
的応答性」の発達およびその影響要因を探っ
た結果、次のことが明らかとなった。①中学
生から大学生へと年齢の上昇とともに発達
が進み、男子より女子の方が高いが、大学生
では差は縮小する傾向が見られ、男子は年齢
が高くなってから幼児への共感的応答性が
発達することが読み取れた。②幼児の発達に
関する知識、自分の親への親和性、親になる
ことの肯定性は、幼児への共感的応答性を高
めることが明らかになった。加えて、大学生
では、幼児とのふれ合い体験が共感的応答性
につながっていることが示唆された。 
(4) 「幼児とのふれ合い体験」を通じて、生

徒の何がどのように変容するかについて検

証するために、中・高生を対象に家庭科の「幼

児とのふれ合い体験学習」を含む保育学習の

前後に質問紙調査を行った結果、次のことが

明らかとなった。①「幼児への関心」は学習

後に上昇し、女子は男子より学習前後とも高

かった。「幼児の発達に関する知識」は学習

後に上昇し、高校生は中学生より高く発達段

階差が認められた。②「幼児の共感的応答性」

は学習後に上昇し、「幼児への関心」と「幼

児の発達に関する知識」の両方が上昇した場

合に大きく上昇することから、幼児の要求や

感情の表出を理解し応じようとする適性を

身に付けるためには両方が重要であること

が示唆された。③中学男子は得点が低いが、

保育に取り組む入口と言える「幼児への関

心」が学習後に上昇し、「幼児の発達に関す

る知識」も上昇したことは、すべての生徒が

学習する家庭科の保育教育の有効性を示し

ていると言えるだろう。 
(5) 家庭科と職場体験学習における「幼児と
のふれ合い体験」のそれぞれの実施前後に実
施した調査資料を比較した結果、幼児の発達
に関する知識の得点は家庭科の場合には事
後に上昇したが、職場体験の場合には変化が
認められなかった。したがって、家庭科の保
育学習の一環として取り組む「幼児とのふれ
合い体験」は、知識と体験の双方によって一
層の教育効果をもたらしていると考えられ
るだろう。  
(6) 「幼児とのふれ合い体験学習」を実施
したいと思っている教師は多いが、しかし、
実施に際して、どのような準備を行い、どこ



の期間とどのように連携を図ったらよいか
などについての情報がほとんどない実情が
明らかとなった。そこで、「中・高生の幼児
とのふれ合い体験学習」にあたって、生徒を
送り出す側（中学・高校の教師）と受け入れ
る側（幼稚園・保育所の保育者）の相互理解
を深めるために、中学・高校教師および幼稚
園教師・保育士の計 7 名の協力を得て、『家
庭科の 幼児とのふれ合い体験学習 ガイド
ブック』を作成した。 
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 ただし、『家庭科の 幼児とのふれ合い体験
学習 ガイドブック』（A4版 24 頁）を作成し、
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